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核磁気共鳴の飽和現象は、 Bloembergen ， Purcell , Pound (BPP) の三人によって最初に瑚論的
に解析きれたの彼らの理論によると、複素帯峨率の実音[5 (分散)と虚音[S (吸収)は[，"'J 周波磁場の強度
の明})日に伴って同じように減少する。このことは液体において観測される実験事'支を良く説明するの








Redfie ld の理論は、吸収部分が充分飽和する程度の強い高周波磁場が存在する時に成 1) 立つもの
であって、吸収部分が飽和しはじめる程度の高周波峨場が存在する中間領域での飽和現象については





理論の結果と一致する。またこの理論は、 BPP理論も Redfie ld 理論も説明できなかった NaCl 単






cel , Pound によって作られた理論は国体については特別の場合以外は適用できぬことが判り、 Red­
field が新しい理論を展開した。しかし、 Redfield の理論は十分飽和が進行した場合についてのみ
あてはまる理論であり、全飽域についての理論的取扱いはこれまでなされていなかった。別役君の論
文はこの問題を射影演算子の方法を用いて取扱い、団体に対する飽和の一般的理論を展開し、全領域
について適用しうる理論を作り上げた。それによってこれまで明確に説明されていなかった二三の実
験の解明を行った。このように別役君のこの論文は磁気共鳴における飽和の一般理論を確立したもの
であり、工学博士の学位に値するものと判定した。
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